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研
究
ノ
ー
トイ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
、
イ
エ
ス
ス
会

は
じ
め
に

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
活
動
は
一
五
四
六
年
か
ら
始
ま
る
。

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
一
五
三
七
年
に
布
教
の
た
め
に
同
地
を
訪
れ

た
が
、
彼
に
心
酔
し
た
人
々
や
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
パ
ル
ミ
オ
(
-
五
一
八
ー

一
五
八
五
）
の
熱
心
な
要
請
に
応
じ
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
が
ポ
ロ
ー
ニ
ャ

(
2
)
 

に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
年
か
ら
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
に
居
住
し
始
め
た
。
現
在
、

同
聖
堂
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
の
講
堂
と
な
っ
て
お
り
教
会
と
し
て
の
機
能
は
果

マ
シ
ー
ニ
に
よ
る
と
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
司
教
で
守
護
聖
人

た
し
て
い
な
い
が
、

で
も
あ
る
聖
ペ
ト
ロ
ニ
ウ
ス
そ
の
人
に
よ
っ
て
五
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
非
常
に

(
3
)
 

歴
史
の
古
い
聖
堂
で
あ
っ
た
。

イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
に
よ
る
聖
堂
の
装
飾
計
画
は
、
ザ
ビ
エ
ル
を
歓
迎
し
た

部
屋
が
礼
拝
堂
に
昇
格
さ
れ
た
と
き
、
つ
ま
り
一
五
六
四
年
に
始
ま
り
、

一
五
六
八
ー
七
二
年
に
主
祭
壇
と
両
翼
廊
の
祭
壇
が
調
え
ら
れ
た
。
一
五
七
六

年
に
長
い
間
要
望
し
て
い
た
聖
堂
の
拡
張
が
許
さ
れ
て
最
初
の
改
築
工
事
が
な

サ
ン
タ

ル
チ
ア
聖
堂
の
装
飾
事
業
に
つ
い
て

． 

宇

埜

直

子

さ
れ
た
。
二
回
目
の
改
築
工
事
は
十
七
批
紀
半
ば
か
ら
始
め
ら
れ
、
九
つ
の
祭

(
4
)
 

壇
と
八
つ
の
礼
拝
堂
を
備
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
二
回
目
の
拡
張
よ
り
前
の
聖

堂
内
部
の
装
飾
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
キ
ジ
ン
ナ
ー
ジ
オ
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
一
六

0
三
年
の
カ
ヴ
ァ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
に
よ
る
未
刊
行
の
ガ
イ
ド
お
よ
び

十
七
世
紀
半
ば
の
マ
シ
ー
ニ
と
マ
ル
ヴ
ァ
ジ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
ガ
イ
ド
が
有

(
5
)
 

用
で
あ
る
。
ま
た
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
聖
堂
の
設
計
図
、
お
よ
び
司
教
区
古
文
(
6
)
 

書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
史
料
も
そ
れ
ら
を
補
完
す
る
。

一
六

0
-
―
一
年
の
カ
ヴ
ァ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
の
手
稿
が
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
の
祭
壇

画
に
つ
い
て
の
最
初
の
言
及
で
あ
る
。
判
明
し
て
い
る
も
の
は
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・

サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
《
割
礼
》
（
図

l
、
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
（
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
）
、

(
7
)
 

ボ
ブ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
大
学
美
術
館
）
、
《
聖
屈
子
、
聖
ル
チ
ア
、
聖
ア
ガ
タ
》
（
図

(
8
)
 

2
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
立
絵
画
館
）
、
《
聖
母
子
と
諸
聖
人
》
（
ベ
ル
リ
ン
国
立
美

術
館
）
、
オ
ラ
ツ
ィ
オ
・
サ
マ
ッ
キ
ー
ニ
《
聖
栂
子
と
諸
聖
人
》
（
図

3
、
プ
ル

(10) 

ナ
ロ
教
区
聖
堂
（
ブ
ド
リ
オ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
）
）
、
お
よ
び
、
フ
ェ
デ
リ
コ
・
ズ
ッ

カ
リ
の
《
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
行
列
》
（
作
品
は
消
失
、
二
点
の
版
画
の
み
、
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l
)
 

(
l
 

図
4、

5
)
、
デ
ニ
ス
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ル
ト
《
無
原
罪
の
お
宿
り
》
（
図
6
、
ボ

(12) 

ロ
ー
ニ
ャ
、
サ
ン
タ
ン
ト
ニ
オ
・
ア
バ
ー
テ
聖
堂
）
、
そ
し
て
カ
ヴ
ァ
ッ
ツ
ォ
ー

二
が
プ
ロ
ス
ペ
ロ
・
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
と
表
記
し
て
い
る
が
、
近
代
の
帰
属
で
は

娘
の
ラ
ヴ
ィ
ニ
ア
の
作
と
も
さ
れ
る
《
傑
刑
》
（
図

7
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
サ
ン

(13) 

タ
ン
ト
ニ
オ
・
ア
バ
ー
テ
聖
堂
）
で
あ
る
。

一
六
五
九
年
、
二
回
目
の
改
修
後
の
聖
堂
で
最
初
の
ミ
サ
が
行
わ
れ
た
が
、

お
そ
ら
く
財
政
的
な
問
題
で
内
部
装
飾
は
完
成
し
て
お
ら
ず
、
徐
々
に
加
え
ら

れ
る
こ
と
な
る
。
こ
の
と
き
、
そ
れ
ま
で
の
聖
堂
は
コ
レ
ッ
ジ
ョ
・
デ
ィ
・
サ

ン
タ
・
ル
チ
ア
に
併
合
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
祭
壇
画
の
中
に
は
新
た
な

聖
堂
に
移
さ
れ
た
も
の
と
、
別
の
場
所
（
コ
レ
ッ
ジ
ョ
と
聖
堂
に
追
加
さ
れ
た

(14) 

ポ
ル
テ
リ
ア

Porteria)

に
移
動
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

一
七

0
0
年
代
末

の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
接
収
の
と
き
に
い
く
つ
か
の
作
品
は
散
逸
し
、
ま
た
、

バ
ル
ナ
バ
会
が
カ
ス
テ
ィ
オ
ー
ネ

一
七
七
三
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
撤
廃
の
後
、

地
区
の
管
理
に
お
い
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
後
を
継
い
だ
が
、
彼
ら
は
サ
ン
タ
ン
ト

ニ
オ
・
ア
バ
ー
テ
聖
堂
に
本
部
を
移
し
、
現
在
同
聖
堂
に
あ
る
二
点
の
作
品
は

イ
エ
ズ
ス
会
の
ほ
か
の
文
物
と
と
も
に
こ
の
と
き
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
論
は
、
二
回

H
の
改
修
前
、

一
五

0
0
年
代
の
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
に

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
い
く
つ
か
の
祭
壇
画
に
つ
い
て
考
察

し
、
当
時
の
配
置
の
再
現
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
同
時
期
の
ロ
ー
マ

の
イ
ル
・
ジ
ェ
ズ
聖
堂
と
比
較
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
美
術
政
策
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
同
時
期
の
イ
ル
・
ジ
ェ
ズ
聖
堂
は
一
貰
し
た
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
つ

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
で
は
そ
の
方
針
に

一
致
点
と
相
違
点
が
み
ら
れ
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

一
、
各
作
品
に
つ
い
て

年
代
が
最
も
早
い
作
品
は
聖
マ
タ
イ
に
捧
げ
ら
れ
た
右
第
三
礼
拝
堂
に
あ
っ

た
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ

（
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
一
五
三

0
ー
ロ
ー
マ

一
五
七
六
）

の
《
割
礼
》
（
図
l
)
で
あ
る
。
ボ
ブ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
大
学
所
蔵

の
オ
ラ
ツ
ィ
オ
・
サ
マ
ッ
キ
ー
ニ

（
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
一
五
三
ニ
ー
一
五
七
七
）
に

帰
属
さ
れ
て
い
た
こ
の
絵
を
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
が
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
作
と
し
、

(15) 

以
前
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
に
あ
っ
た
も
の
に
同
定
し
た
。
祭
壇
画
が
捧
げ
ら

れ
て
い
た
場
所
は
一
五
三
七
年
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
を
も
て
な
し
た

小
部
屋
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
パ
ル
ミ
オ
と
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
た

ち
に
よ
っ
て
常
に
崇
敬
さ
れ
て
い
た
。

一
五
七
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
一
回
目
の

改
修
工
事
の
出
資
者
は
マ
ッ
テ
オ
・
ザ
ニ
で
、
「
奥
行
十
六
ピ
エ
ー
デ
ィ
、
間

口
十
四
ピ
エ
ー
デ
ィ
」
の
礼
拝
堂
が
作
ら
れ
た
が
、
ザ
ビ
エ
ル
の
小
部
屋
が
礼

(17) 

拝
堂
へ
と
移
行
し
た
の
は
一
五
六
四
年
で
あ
る
。
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
の
祭
壇
画
に

つ
い
て
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
は
様
式
か
ら
制
作
年
代
を
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
ヘ
向
か

(18) 

う
前
の
一
五
六
三
ー
六
五
年
頃
に
設
定
し
た
が
、
サ
ッ
ス
も
同
意
す
る
通
り
、

礼
拝
堂
へ
昇
格
し
た
年
に
祭
壇
画
が
注
文
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
割
礼
と
い
う
主
題
に
つ
い
て
、
こ
の
主
題
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
と
っ
て
は

(20) 

象
徴
的
な
価
値
を
持
つ
。
修
道
会
の
名
前
は
イ
エ
ス
の
名
か
ら
そ
の
ま
ま
採
ら

れ
た
も
の
だ
が
、
イ
エ
ス
と
命
名
さ
れ
た
の
が
割
礼
の
当
日
な
の
で
あ
る
（
「
八

日
が
過
ぎ
、
割
礼
を
ほ
ど
こ
す
時
と
な
っ
た
の
で
、
受
胎
の
ま
え
に
御
使
が
告

げ
た
と
お
り
、
幼
な
子
を
イ
エ
ス
と
名
づ
け
た
」
ル
カ
ニ
二
二
）
。
ま
た
、

イ
エ
ス
の
名
前
は
割
礼
の
手
術
を
通
し
て
流
さ
れ
た
最
初
の
血
と
結
び
付
け
ら

れ
、
受
難
の
血
と
も
関
連
付
け
ら
れ
た
。
《
割
礼
》
の
主
題
は
、
イ
エ
ズ
ス
会

-180-



の
栂
聖
堂
で
あ
る
ロ
ー
マ
の
イ
ル
・
ジ
ェ
ズ
聖
堂
の
主
祭
壇
画
と
し
て
ジ
ロ
ー

ラ
モ
・
ム
ツ
ィ
ア
ー
ノ
に
よ
っ
て
一
五
八
七
年
に
制
作
さ
れ
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
中
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
聖
堂
で
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
の
作
品
は
年
代
的
に
は
そ
の
繁
栄
よ
り
か
な
り
早
い
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
士

た
ち
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

主
祭
壇
画
で
あ
る
《
聖
母
子
、
聖
ル
チ
ア
、
聖
ア
ガ
タ
》
（
図

2
)
は
、
カ
ヴ
ァ
ッ

ツ
ォ
ー
ニ
の
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
に
お
け
る
最
初
の
記
載
で
、
「
ロ
レ
ン
チ
ー

ノ
L
o
r
e
n
c
i
n
o
」
に
帰
属
さ
れ
て
お
り
、

マ
シ
ー
ニ
も
ま
た
「
サ
ッ
パ
デ
ィ
ー

ニ
S
a
b
b
a
d
i
n
i
」
作
げ
と
し
て
記
述
す
る
。
す
な
わ
ち
両
者
は
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
サ

バ
テ
ィ
ー
ニ
と
す
る
が
、

マ
ル
ヴ
ァ
ジ
ア
は
エ
ル
コ
レ
・
プ
ロ
カ
ッ
チ
ー
ニ
・

(21) 

イ
ル
・
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
（
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
一
五
一
五
ー
一
五
九
五
）
に
と
し
た
。
い
ず

れ
も
同
じ
作
品
、
《
聖
栂
子
、
聖
ル
チ
ア
、
聖
ア
ガ
タ
》
を
参
照
し
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
帰
属
に
関
し
て
は
近
代
の
研
究
者
た
ち
も
意
見
が
分
か
れ

マ
ウ
チ
ェ
ッ
リ
と
グ
ラ
ッ
ィ
ア
ー
ニ
ら
は
プ
ロ
カ
ッ
チ
ー
ニ
の
作
品
と
し

(22) 

て
扱
う
が
、
ベ
ナ
ー
テ
ィ
と
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
は
カ
ヴ
ァ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
の
記
述
か

(23) 

フ
リ
ゾ
ー
ニ
も
追
従
す
る
。
お
そ
ら
く
聖
堂

る。ら
、
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
に
帰
属
し
、

拡
張
の
際
、
寸
法
を
大
き
な
祭
壇
に
合
わ
せ
る
た
め
に
カ
ン
ヴ
ァ
ス
が
接
ぎ
広

げ
ら
れ
て
い
た
が
、
最
近
そ
の
部
分
を
取
り
除
く
修
復
を
受
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
状
態
に
戻
さ
れ
て
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
絵
画
館
に
あ
る
。
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
と
サ
ッ

(24) 

ス
の
様
式
的
分
析
に
よ
る
と
一
五
六
八
ー
七

0
年
頃
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
登

場
す
る
の
は
聖
堂
が
捧
げ
ら
れ
て
い
た
聖
女
と
、
そ
の
同
郷
の
聖
女
で
あ
る
。

主
祭
壇
の
再
建
の
出
資
者
も
上
述
の
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
の
作
品
が
あ
る
礼
拝
堂
と

(25) 

同
様
マ
ッ
テ
オ
・
ザ
ニ
で
、
多
大
な
出
資
を
し
た
と
い
う
。

続
い
て
、
《
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
奇
跡
の
行
列
》
（
図
4
、

5
)
の
主
題
に
関

し
て
は
、
当
時
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
人
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
十
三
世
が
こ
の
聖
人
に

傾
倒
し
て
お
り
、
大
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
関
す
る
主
題
が
ロ
ー
マ
と
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

で
人
気
を
得
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
フ
ェ
デ
リ
コ
・
ズ
ッ
カ
リ
（
サ

ン
タ
ン
ジ
ェ
ロ
・
イ
ン
・
ヴ
ァ
ー
ド
一
五
三
九
—
ア
ン
コ
ー
ナ
一
六

0
九
）

作
品
は
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

一
五
八

0
年
末
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、

マ
ド
ン
ナ
・
デ
ル
・
バ
ラ
ッ
カ
ー
ノ
聖
堂
ギ

ゼ
ッ
リ
礼
拝
堂
の
た
め
の
祭
壇
画
と
し
て
、
教
皇
の
側
近
で
あ
る
パ
オ
ロ
・
ギ

ゼ
ッ
リ
か
ら
注
文
を
受
け
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
明

る
く
あ
る
べ
き
色
彩
が
暗
か
っ
た
り
、
暗
い
色
彩
[
で
あ
る
べ
き
も
の
]
が
明

る
か
っ
た
り
、
大
き
く
あ
る
べ
き
人
物
が
小
さ
か
っ
た
り
、
小
さ
[
<
あ
る
べ

き
人
物
]
が
大
き
か
っ
た
り
と
遠
近
法
が
漏
れ
落
ち
て
お
り
、
外
観
に
お
い
て

(26) 

は
均
整
と
し
か
る
べ
き
寸
法
が
欠
け
…
」
と
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
画
壇
が
批
判
し
た
た

め
、
結
局
注
文
主
か
ら
拒
否
さ
れ
、

ロ
ー
マ
に
戻
さ
れ
た
。
ズ
ッ
カ
リ
は
こ
れ

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
、
加
筆
修
正
し
、
教
皇
を
介
し
て
強
制
的
に
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
に
送
り
返
し
た
の
で
あ
る
。

作
品
は
現
在
失
わ
れ
て
い
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
の
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
美
術
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
同
時
代
の
二
点
の
版
画
か
ら
そ
の
着
想
の
変
遷
が
う
か
が

(27) 

え
る
。
最
初
の
も
の
（
図

4
)
は
一
五
八

0
年
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
ア
リ
プ
ラ
ン
ド
・

カ
プ
ラ
ロ
ー
リ
が
版
刻
し
た
も
の
で
、

つ
ま
り
バ
ラ
ッ
カ
ー
ノ
聖
堂
で
こ
の
よ

う
に
見
ら
れ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
。
二
枚
目
は
、
作
者
も
正
確
な
年
代

い
く
つ
か
の
相
違
か
ら
後
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
つ
ま
り
サ
ン

も
不
詳
で
あ
る
が
、

タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
に
安
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
者
を
見
る

と
、
前
景
の
ペ
ス
ト
患
者
た
ち
、

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
い
る
集
団
、
こ
の
奇
跡
に の

-181-



よ
っ
て
後
に
「
サ
ン
タ
ン
ジ
ェ
ロ
」
と
冠
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
橋
を
渡
っ
て

い
る
行
列
、
そ
の
す
べ
て
が
、
同
一
平
面
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
遠

近
法
の
合
理
性
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う

な
奇
妙
さ
は
、
雲
の
上
に
天
使
と
い
る
キ
リ
ス
ト
の
構
図
に
お
い
て
も
言
え
る
。

失
わ
れ
た
絵
は
一
五
八

0
年
に
お
そ
ら
く
ほ
ん
の
数
力
月
で
描
か
れ
た
が
、

フ
エ
デ
リ
コ
・
ズ
ッ
カ
リ
は
そ
の
同
じ
頃
、
ず
っ
と
有
名
な
パ
オ
リ
ー
ナ
礼
拝

堂
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
そ
ち
ら
の
方
に
力
を
注
い
で
い
た
と
し
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。

一
旦
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
か
ら
拒
否
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
祭
壇
画
は

一
五
八
二
年
前
半
に
は
す
で
に
再
び
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
戻
っ
て
い
る
。

フ
エ
デ
リ

コ
・
ズ
ッ
カ
リ
は
ポ
ロ
ー
ニ
ャ
に
お
け
る
否
定
的
意
見
を
受
け
加
筆
修
正
し
た

が
、
そ
れ
を
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
ア
ッ
ク
ア
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
に
寄
進
し
、
彼
ら
の
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
の
拠
点
で
あ
る
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
か
ら
決
し
て
外
さ
な
い
と
い

う
但
し
書
き
と
と
も
に
ポ
ロ
ー
ニ
ャ
ヘ
送
る
よ
う
要
望
し
た
の
で
あ
る
。
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
は
そ
の
作
品
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
画
壇
の
中
で
論

争
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
受
け

人
れ
た
の
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
司
教
パ
レ
オ
ッ
テ
ィ
の
非
常
に
近
し
い
協
力
者

で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
パ
ル
ミ
オ
が
仲
介
役
を
果
た
し
た
こ
と
が
大
き

(28) 

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
は
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
と
サ
マ
ッ
キ
ー

二
の
絵
で
主
祭
壇
と
翼
廊
の
祭
壇
が
飾
ら
れ
た
が
、
ズ
ッ
カ
リ
が
そ
の
作
品
を

イ
エ
ズ
ス
会
士
に
提
供
し
た
と
き
、
聖
堂
に
は
そ
れ
ら
二
点
し
か
な
か
っ
た
。

こ
の
頃
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
財
政
的
窮
乏
は
周
知
の
と
お
り
で
、
代
金
を
支
払
わ

ず
に
新
た
な
絵
を
獲
得
し
う
る
こ
と
は
パ
ル
ミ
オ
に
と
っ
て
魅
力
的
な
申
し
出

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
作
品
で
は
あ
っ

た
が
、
版
画
第
ニ
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン

（図

5
)
は
向
け
ら
れ
た
非
難
に
応
え
る
か

の
よ
う
に
修
正
を
加
え
た
こ
と
を
示
す
。
上
方
の
キ
リ
ス
ト
と
雲
は
修
正
さ
れ
、

距
離
感
が
現
れ
る
よ
う
に
下
部
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
下
の
風
景
も
よ
り

低
く
設
定
し
て
、
橋
の
脇
の
像
を
小
さ
く
し
遠
近
感
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
中
央
に
見
え
る
聖
母
子
の
イ
コ
ン
を
行
列
が
進
む
方
に
合
う
よ
う
に
や
や

回
転
さ
せ
て
、
行
列
に
た
ず
さ
わ
る
人
物
も
整
理
さ
れ
て
い
る
。
拒
否
さ
れ
た

理
由
に
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
画
家
た
ち
に
と
っ
て
、
前
景
の
死
体
は
異
様
で
あ
り
、

祭
壇
画
に
は
適
さ
な
い
と
感
じ
ら
れ
た
か
ら
、
と
す
る
説
が
あ
り
、
ベ
ナ
ー
テ
ィ

(29) 

は
そ
の
説
を
パ
レ
オ
ッ
テ
ィ
の
絵
画
観
を
も
っ
て
説
明
す
る
が
、
祭
壇
画
を
受

け
入
れ
た
パ
ル
ミ
オ
は
パ
レ
オ
ッ
テ
ィ
の
知
己
で
あ
り
、
そ
の
絵
画
論
の
草
稿

段
階
か
ら
の
読
者
で
も
あ
っ
た
。
か
つ
ま
た
、
パ
レ
オ
ッ
テ
ィ
は
凄
惨
な
殉
教

(30) 

図
の
効
用
も
理
解
し
、
か
つ
推
奨
し
て
お
り
、
変
更
後
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
も

前
景
の
死
体
は
本
質
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
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一
六
八
六
年
マ
ル
ヴ
ァ
ジ
ア

の
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ズ
ッ
カ
リ
の
《
大
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
行
列
》
は

二
回
目
の
改
築
後
の
新
し
い
建
物
に
も
再
利
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
画
家
と
総
長

ァ
ッ
ク
ア
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
と
の
約
束
が
そ
の
通
達
ど
お
り
に
果
た
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
作
品
に
従
っ
て
、
そ
れ
を
安
置
し
た
礼
拝
堂
は
サ
ン
・
グ
レ
ゴ
リ

オ
礼
拝
堂
と
冠
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
帰
属
に
問
題
が
残
る
の
は
《
傑
刑
》
（
図
7
)
で
あ
る
。

フ
ォ

ル
ト
ゥ
ナ
ー
テ
ィ
・
ピ
エ
ト
ラ
ン
ト
ニ
オ
は
ラ
ヴ
ィ
ニ
ア
・
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ

(31) 

（
一
五
五
ニ
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
ー
一
六
―
四
ロ
ー
マ
）
に
帰
属
す
る
が
、
サ
ン
タ
・
ル

チ
ア
聖
堂
の
祭
壇
画
に
関
す
る
最
初
の
記
述
を
残
し
た
カ
ヴ
ァ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
は

父
親
の
プ
ロ
ス
ペ
ロ
・
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
(
-
五
―
ニ
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
ー
一
五
九
二

ロ
ー
マ
）

の
作
品
と
し
て
示
唆
し
た
。

一
六
六
六
年
マ
シ
ー
ニ
は
後
者
の
婦
属



に
同
調
し
、
そ
の
記
述
か
ら
こ
の
と
き
す
で
に
ポ
ル
テ
リ
ア
に
移
動
さ
れ
て
い

(32) 

た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
六
八
六
年
、
マ
ル
ヴ
ァ
ジ
ア
は
同
じ
場
所
で
ラ
ヴ
ィ
ニ
ア
・

フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
の
作
品
と
し
て
記
述
し
て
お
り
、
こ
れ
が
前
者
へ
の
最
初
の
言

(33) 

及
で
あ
る
。

一
方
、
マ
ル
ヴ
ァ
ジ
ア
は
も
う
―
つ
の
著
作
で
す
で
に
プ
ロ
ス
ペ
ロ

と
報
告
し
、
左
下
の
最
長
老
が
父
親
の
肖
像
で
あ
り
、
そ
こ
に
の
み
、
の
ち
に

肖
像
画
家
と
し
て
名
を
馳
せ
る
ラ
ヴ
ィ
ニ
ア
の
介
入
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

(34) 

と
し
て
い
た
。
サ
ッ
ス
は
文
献
資
料
と
様
式
分
析
か
ら
、
プ
ロ
ス
ペ
ロ
ヘ
の
婦
属

(35) 

を
提
案
し
、
そ
の
年
代
を
一
五
八
二
年
と
し
た
。
《
傑
刑
》
は
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ル
ト

バ
ル
ナ
バ
会
士
た
ち
に
よ
っ
て
サ
ン
タ

の
《
無
原
罪
の
お
宿
り
》
と
と
も
に
、

ン
ト
ニ
オ
・
ア
バ
ー
テ
聖
堂
に
移
さ
れ
、
現
在
も
こ
こ
に
あ
る
が
、
ミ
サ
を
行

わ
な
い
た
め
聖
堂
が
開
か
れ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。

二、

二
回
目
改
修
前
の
聖
堂
の
祭
壇
と
祭
壇
画
の
配
置

こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な

る。
右
第
一
礼
拝
堂
乙
ノ
ロ
ス
ペ
ロ
・
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
《
傑
刑
》
一
五
八
二
年
頃

左
第
一
礼
拝
堂
こ
ノ
ェ
リ
ー
チ
ェ
・
ピ
ナ
レ
ッ
ツ
ィ
《
聖
栂
子
》
（
消
失
、
お
そ
ら
く
フ
レ
ス
コ
）

右
第
二
礼
拝
堂
こ
ノ
エ
デ
リ
コ
・
ズ
ッ
カ
リ
《
大
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
行
列
》
（
消
失
、

一
五
八
〇

年
に
バ
ラ
ッ
カ
ー
ノ
聖
堂
の
た
め
に
描
か
れ
た
が
、
最
終
的
に
サ
ン
タ
・
ル

チ
ア
聖
堂
へ
）

左
第
二
礼
拝
堂
~
デ
ニ
ス
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ル
ト
《
無
原
罪
の
お
宿
り
》
一
六
0
0
年
頃

右
第
三
礼
拝
堂

（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
滞
在
し
た
場
所
で
ザ
ニ
家
の
所
有
）
~
ロ
レ

ン
ツ
ォ
・
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
《
割
礼
》
(
-
五
六
四
年
）

左
第
三
礼
拝
堂
こ
ン
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ク
レ
モ
ニ
ー
ニ
《
傑
刑
》
（
所
在
不
明
）

右
翼
廊
:
オ
ラ
ツ
ィ
オ
・
サ
マ
ッ
キ
ー
ニ
《
聖
母
子
と
諸
聖
人
》
一
五
七

O
l七
二
年
頃

左
翼
廊
勾
す
ン
タ
・
カ
テ
リ
ナ
礼
拝
堂
《
聖
母
子
と
諸
聖
人
》
一
五
七

0
年
代
前
半

主
祭
壇
こ
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
《
聖
母
子
と
聖
ル
チ
ア
と
聖
ア
ガ
タ
》
一
五
六
八
ー
七
0
年

注
意
深
く
見
る
と
、
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
の
祭
壇
画
の
主
題
は
、
向
か
い

合
う
礼
拝
堂
同
士
、
緩
く
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
漢
廊
は

諸
聖
人
に
捧
げ
ら
れ
、
左
右
第
三
礼
拝
堂
は
、
最
初
の
流
血
で
あ
る
《
割
礼
》

と
最
後
の
流
血
で
あ
る
《
傑
刑
》
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ヒ
ッ
バ
ー
ド

が
復
元
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
本
部
で
あ
る
ロ
ー
マ
の
イ
ル
・
ジ
ェ
ズ
聖
堂
の

一
五

0
0
年
代
の
祭
壇
の
配
置
と
そ
の
解
釈
方
法
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
聖
堂
に
も

適
応
で
き
る
こ
と
を
示
す
。

一
方
で
、

ベ
イ
リ
ー
は
一
五

0
0
年
代
の
イ
エ
ズ

ス
会
は
「
観
者
」
を
意
識
し
て
お
り
、
「
特
定
の
観
者
に
合
わ
せ
て
内
部
の
装
(37) 

飾
の
様
式
と
贅
沢
さ
を
調
整
し
、
特
別
な
機
能
と
場
を
合
わ
せ
た
」
と
述
べ
る
。

イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
は
地
方
の
拠
点
に
お
い
て
も
同
じ
く
柔
軟
な
対
応
も
取

り
、
機
能
も
し
く
は
場
所
に
合
わ
せ
て
そ
れ
に
適
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
選
択
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
主
祭
壇
に
お
い
て
は
、
歴
史
あ
る
聖
堂
が
元
々

捧
げ
ら
れ
て
い
た
聖
女
を
選
択
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
地
元
の
人
々
に
お
も

ね
っ
た
配
慮
と
考
え
ら
れ
る
。
十
七
世
紀
半
ば
の
新
し
い
聖
堂
に
お
け
る
最
初

の
壁
画
装
飾
も
ま
た
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
聖
人
で
は
な
く
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
守
護
聖

(38) 

人
た
ち
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
文
化
と
自
分
た
ち

を
結
び
つ
け
る
目
的
で
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
拠
点
に
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
守
護
聖
人

が
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
礼
拝
堂
で
は
《
グ
レ
ゴ
リ
ウ

ス
の
行
列
》
の
対
面
に
《
聖
母
被
昇
天
》
が
設
え
ら
れ
た
。
前
者
は
予
定
外
の
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す
で
に
出
来
上
が
っ
た
作
品
の
獲
得
だ
っ
た
た
め
に
主
題
的
な
つ
な
が
り
は
無

視
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
加
筆
修
正
し
て
い
た
と
は
い
え
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
画

家
た
ち
の
間
に
大
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
絵
画
を
そ
れ
で
も
受
け
入
れ
た
こ
と

は
、
当
時
の
イ
ェ
ズ
ス
会
の
外
面
的
な
聖
堂
装
飾
へ
の
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ

る。
イ
エ
ズ
ス
会
聖
堂
に
用
い
ら
れ
た
絵
画
様
式
に
対
す
る
議
論
は
膨
大
で
あ
る

(39) 
が
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
が
ど
れ
ほ
ど
考
慮
し
て
い
た
か
は
定

か
で
は
な
い
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
初
期
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
装
飾
に
従
事
し
た
画
家

は
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
や
サ
マ
ッ
キ
ー
ニ
な
ど
ト
ス
カ
ー
ナ
・
ロ
ー
マ
の
マ
ニ
エ
リ

ス
ム
を
志
向
し
た
画
家
で
あ
っ
た
が
、
画
家
の
選
択
に
は
礼
拝
堂
は
出
資
者
の

意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ザ
ニ
家
が
出
資
し
た
祭
壇
の
二
点
の

作
品
は
ど
ち
ら
も
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
で
あ
る
。
ま
た
、
描
か
れ
る
内
容
へ
の
発
言

権
も
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
の
《
割
礼
》
は
イ
エ
ズ
ス

会
に
と
っ
て
重
要
な
主
題
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
景
に
は
、
天
使
と
福
音
書

記
者
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
ル
カ
の
福
音
書
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、

ル
カ
の
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
は
有
翼
の
雄
牛
で
あ
り
、
天
使
は
マ
タ
イ

の
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
で
あ
る
た
め
、
彼
は
聖
マ
タ
イ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ル

カ
の
福
音
書
の
出
来
事
に
マ
タ
イ
が
登
場
す
る
と
い
う
こ
の
こ
じ
つ
け
は
、

一
五
六
四
年
か
ら
出
資
を
続
け
た
マ
ッ
テ
オ
・
ザ
ニ

（
マ
ッ
テ
オ
11

マ
タ
イ
）

の
名
前
に
ち
な
む
よ
う
で
あ
る
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
は
、
聖
書
や
歴
史
の
真
実
を

(40) 

描
く
べ
き
と
す
る
絵
画
論
を
執
箪
し
た
パ
レ
オ
ッ
テ
ィ
枢
機
卿
が
お
り
、
サ
ン

タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
の
装
飾
に
深
く
か
か
わ
っ
た
パ
ル
ミ
オ
は
彼
の
右
腕
で
あ
っ

た
。
け
れ
ど
も
こ
の
よ
う
な
歪
曲
が
起
こ
り
え
た
の
は
、
描
か
れ
る
細
部
の
選

択
は
注
文
主
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

一
五
七
六
年
に
最
初

の
改
築
工
事
が
な
さ
れ
た
際
も
、
そ
れ
は
祭
壇
画
と
し
て
不
適
格
と
は
み
な
さ

れ
ず
、
取
り
外
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
様
の
こ
と
は
新
し
い
聖

堂
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
左
第
三
礼
拝
堂
は
ダ
ヴ
ィ
ア
家
の
所
有
で
あ
っ
た

が
、
一
六
八
二
年
一
月
九
日
に
安
置
さ
れ
た
チ
ニ
ャ
ー
ニ
の
祭
壇
画
に
は
、
イ

エ
ズ
ス
会
と
は
そ
れ
ほ
ど
関
係
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
《
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
、
カ

ル
ロ
・
ボ
ッ
ロ
ー
メ
オ
、
カ
ル
メ
ル
会
の
テ
レ
サ
》
（
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
立
絵
画
館
）

(41) 

が
描
か
れ
て
い
た
。

結
論

ザ
ビ
エ
ル
が
訪
れ
た
こ
と
を
契
機
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
も
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち

が
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
拠
点
で
あ
る
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
聖
堂
は

地
元
の
名
士
の
出
資
で
徐
々
に
そ
の
体
裁
が
整
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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聖
堂
の
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
お
そ
ら
く
同
時
期
の
ロ
ー
マ
の
イ
ル
・
ジ
ェ
ズ
聖

堂
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
《
割
礼
》
な
ど
イ
エ
ズ
ス
会
に
と
っ
て
重
要
な
主

題
を
含
む
。
し
か
し
、
主
祭
壇
画
に
は
元
来
聖
堂
が
捧
げ
ら
れ
て
い
た
聖
女
が

描
か
れ
、
イ
エ
ズ
ス
会
と
は
直
接
関
係
の
な
い
細
部
を
持
つ
寄
進
者
の
意
向
を

反
映
し
た
祭
壇
画
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
一
五

0
0
年
代
の
地
方
に

お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
聖
堂
の
装
飾
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
の
規
範
と
柔
軟
性
の

両
方
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
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図2 ロレンツォ・サバティーニ《聖

母子、聖ルチア、聖アガタ〉ボロー

ニャ国立絵画館

図1 ロレンツォ・サバティーニ《割礼》グリー

ンビル（サウスカロライナ）、ボブ・

ジョーンズ大学美術館

図3 オラツィオ・サマッキーニ〈聖母子、聖ペ

テロ、聖フランシスコ、聖ウィンケンティ

ウス〉プルナロ（ブドリオ、ボローニャ）、

サン・ロレンツォ聖堂
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図5 フェデリコ・ズッカリ《聖グレゴリ

ウスの行列》 1583年以降

図7 フォンターナ《礫刑》ボロー

ニャ、サンタントニオ・アバー

テ聖堂

図4 フェデリコ・ズッカリ《聖グレ

ゴリウスの行列》アリプランド・

カプラローリ版刻、 1580年

図6 デニス・カルヴァールト《無原

罪のお宿り》ポローニャ、サン

タントニオ・アバーテ聖堂
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